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麦・大豆国産化プラン

産地名：五所川原市金木町嘉瀬地域

（作成主体：五所川原市農業再生協議会）

別紙様式第１号別添



１．麦・大豆生産の現状と課題及び課題解決に向けた取組方針

※ 麦・大豆生産における課題（湿害対策、適期播種、土づくり、連作障害対策等の必要性等）を具体的に記載すること。
※ 課題解決に向けて取り組む内容及び今後の生産拡大に向けた方針を具体的に記載すること。

五所川原市では、水田耕作面積が7,275.3haあり、令和４年産の主な作物は、主食用米3,628.6ha、飼料用米1,260.4ha、備蓄
米317.9ha、大豆540ha、小麦140.3ha等の作付けが中心となっている。
その中で、金木町嘉瀬地域は、昔から主食用米の転作作物として、生産組合を立ち上げ大豆の生産に取り組んでいる。
近年、主食用米の需要減や農業後継者や労働力不足が深刻化していく中で、農地の維持が大きな課題となっており、労働
生産性の高い土地利用型作物への期待が高まっており、特に大豆は安定した需要があり、市では重要な作物として捉えてい
る。
課題としては、排水性の悪いほ場における収量の減少、流通面では実需者の期待に応えうる安心・安全で高品質な大豆の
安定供給、また、生産面では気象変動が激しくなる中での安定生産と均質化、単収の増加、また、一層の低コスト化による収
益性の確保等である。
これらの解決のために、排水対策の実施に加え、スマート農業技術の活用により生産の省力化・高度化を図ることで、適期
作業による単収の増及び作付面積の拡大を目指す。また、市農業再生協議会が主体となり、国産大豆で豆腐、納豆等を製造
する実需者、流通事業者、生産者等で意見交換を行うことで品質向上を推進する。
また、規模拡大が見込まれる生産者の乾燥調整等設備の整備を通じて、新たな販路やニーズに応えられる大豆生産体制
が構築され、収益向上・安定した実需者との結びつきを目指す。
更に、作物のローテーションによる連作障害の回避、省力、低コスト化に向けた団地化の推進を図っていく。



２．産地と実需者との連携方針

五所川原市金木町嘉瀬地域では、水田転作のブロックローテーションを中心に「おおすず」を生産しているが、実需者等が
求める品質が生産者に伝わっておらず、必ずしも要求に応えられていない状況にある。
このため、五所川原市農業再生協議会が、最終実需者等と生産者等が定期的な意見交換を行うことで信頼関係を深め、実
需者の意向の集約と生産者への浸透により品質向上を促し、国内産大豆のシェア拡大を図る。

【国産大豆取扱量の現状と目標】

※ 産地と実需者については具体的な名称を記載すること。
※ 麦の実需者は、麦を原料とした加工品等の製造を業とする者（製粉会社、製パン会社、製麺会社等）とする。
※ 大豆の実需者は、大豆を原料とした加工品等の製造を業とする者、大豆の販売を業とする者及びこれらの者が組織する法人その他の団体とする。
なお、販売を業とする者を実需者とする場合は、その者が販売する先（最終実需者）について、代表的な者の名称を記載すること。

※ 産地と実需者それぞれの国産麦・大豆取扱量の現状とおおむねの目標値を記載すること。

取組主体 名 称 国産大豆取扱量（t）

現 状
（R4）

目 標
（R7）

産 地

生産団体１団体 125.9 t 177.9t

生産者１名 － 32.25t

実需者
実 需 者

JA全農あおもり
（JAつがるにしきた）
昭産商事㈱

125.9 t 177.9t

青森県米穀集荷組合
－ 32.25t

最終実需者
あづま食品㈱ ほか 125.9 t 177.9t

日本ビーンズ（株） ほか － 32.25t

R7取扱量は
７中５単収
にスマート
農業技術の
導入効果を
加味した数
量である。

生産団体１
団体
1,109,826㎡
×160.3kg/10
a/1,000=177.
9t

生産者１名
201,211㎡
×160.3 
160.3kg/10a 
/1,000=32.25t



※ 産地と実需者との連携について、図等を用いて明示すること。
※ 取組の中心となる農業者等を必ず位置付けること。

３．麦・大豆の国産化に向けた推進体制及び各関係者の役割

五所川原市金木町嘉瀬地域「生産性向上の推進」

五所川原市農業再生協議会 技術情報の提供

・大豆の振興に向けた話し合いの場の提供 農林総合研究所
・プランの作成、情報提供 ・生産技術の開発
・事業の進行管理 西北地域県民局地域農林水産部

・生産技術の指導
・振興施策の情報提供

五所川原市農業委員会
・農地賃貸借に関する相談

成果の波及

取組の主体となる生産者：生産団体１団体、生産者１名、認定農業者等 五所川原市農業再生
・プランに基づく大豆の耕作、収穫、購入者への販売 協議会構成員

・大豆の生産拡大

実需者・消費者が求める 品質向上に向けた産地の動き

大豆品質の情報提供 生産状況等の情報提供

実需者：ＪＡつがるにしきた 最終実需者：あづま食品（株）
青森県米穀集荷組合 日本ビーンズ（株）ほか
昭産商事㈱

・大豆の購入、実需者への販売、 ・大豆購入、加工・加工販売
最終実需者の情報収集


